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（キーワード）　�本店・本部の建替え、BCP対策、トータルコストの抑制、ESへの配慮

（視　点）
　金融機関の本店・本部は、完成から30〜40年は使用されるのが一般的である。そのため毎年、
数金庫が本店・本部の建替えに取り組むものの、経験やノウハウを有する役職員不足などが課
題となっている。近年の本店・本部に求められる機能にBCP対策やESへの配慮があり、その
時々の社会環境によって本店・本部のあり方に変化がみられる。またメンテナンスコストなど
を含めたトータルコストの抑制にも注目が集まるようになった。そこで本稿では、平成28年5月
に新本店ビルをグランドオープンさせた札幌信用金庫の事例を参考に、今後の本店・本部のあ
り方について検討する。

（要　旨）
⃝�信用金庫にとって本店・本部の建替えは構想段階から完成まで10年程度をかけるビックプ
ロジェクトとされる。

⃝�課題をあげると、過去に新本店・本部の企画に携わった経験のある役職員は少なく、また、
時代の変化によって求められる優先順位が異なる点などがある。

⃝�近年は情報管理のためのセキュリティ強化や地域との共生・環境対策に加え、BCP対策や
ESへの配慮が不可欠となっている。また建設費だけでなく、その後の修繕費や解体費用ま
でを含めたトータルコストの抑制も求められる。

⃝�本稿では札幌信用金庫の事例を取り上げる。
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信金中央金庫	地域・中小企業研究所上席調査役

刀
と ね

禰　和
かずゆき

之



64� 信金中金月報　2017.6

はじめに

　金融機関の本店・本部は、完成から30〜

40年は使用されるのが一般的である。その

ため毎年、数金庫が本店・本部の建替えに取

り組むものの、経験やノウハウを有する役職

員不足などが課題となっている。近年の本

店・本部に求められる機能にBCP対策やES

への配慮があり、その時々の社会環境によっ

て本店・本部のあり方に変化がみられる。ま

たメンテナンスコストなどを含めたトータル

コストの抑制にも注目が集まるようになっ

た。そこで本稿では、平成28年5月に新本店

ビルをグランドオープンさせた札幌信用金庫

の事例を参考に、今後の本店・本部のあり方

について検討する（図表1）。

1．本店・本部の建替え動向

　金融機関の本店・本部は、完成から30〜

40年は使用されるケースが多い。また大規

模修繕を加えることで、50年を超える使用

も可能である。信用金庫を取り巻く経営環境

が厳しさを増すなか、経費削減の要請もあ

り、この10数年は本店・本部の建替えに消

極的な動きがみられた。結果、老朽化した本

店・本部の建替えが待ったなしの状況にある

信用金庫もあるようだ。

　現状、毎年いくつかの信用金庫が新本店・

本部をオープンさせている。本店・本部ビル

を建替え中の信用金庫も複数みられる。ただ

し本店・本部の建替えは構想段階から完成ま

で10年程度を要するビックプロジェクトの

ため、計画中の信用金庫はその数倍はある模

様である。

図表1	　本店・本部の構想にあたって（キーワード）

（備考�）㈱秀光セミナー資料より信金中央金庫�地域・中小企業研究所作成

本店本部計画

地域活性化
と地域貢献

災害対応
ＢＣＰ

職員の環境
整備

（オフィスエリア・
食堂・トイレ）

新しい人材
の確保

（リクルート効果）

旧店舗から
の継承

企業イメージの構築
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　なお、信用金庫によって本店と本部が異な

る建物のケースや、本部が複数の建物に分散

するケースなどもあるが、本稿では本店と本

部とを1つの建物として論じたい。

2．建替え検討時の諸課題　

　信用金庫が本店・本部の建替えを検討する

場合の課題をあげると、①過去に新本店・本

部の企画に携わった経験のある役職員が少な

い（経験者の不足）、②時代の変化により求

められる機能やデザインなどが異なる（優先

順位の変化）、③機能拡充とコスト抑制との

バランスを取りにくい（高コスト化しやす

い）などがある（図表2）。

（1）経験者の不足

　現在の本店・本部の完成から30年以上が

経過した信用金庫の場合、当時の担当者は定

年退職している可能性が高い。支店の建替え

や新規出店のノウハウを参考に新本店・本部

を検討するのも一案だが、本店・本部と支店

とでは求められる役割や位置付けが異なるた

め、参考になりにくい面もある。設計会社や

建設会社についても、本店・本部の建替えに

関する経験やノウハウを有する企業は限定さ

れるのが実態であろう。

　そこで多くの信用金庫では、企画部門また

は総務部門に組織横断的なプロジェクトチー

ムを設置し、さらに最近、新本店・本部を

オープンした他金庫の視察などを通じて経験

やノウハウ不足をカバーしている。

（2）優先順位の変化

　かつて金融機関の本店・本部（特に1階ロ

ビーなど）は、豪華さや重厚感のあるデザイ

ンを重視した時代があった。なかには斬新な

デザインを誇る本店・本部を建設する大手銀

行もみられた。

　しかしながら、平成10年頃から地域との

共生や環境対応が叫ばれるようになり、景観

への配慮やセミナーホールの設置、二酸化炭

素の排出抑制、自然エネルギーの活用などが

採用されるようになった。17年4月の個人情

報保護法の施行以降、顧客情報の管理強化が

求められるようになり、入退館システムの導

入や集中応接フロアの設置が普及した。

　近年の傾向をみると、東日本大震災の発生

以降、BCP対策に注目が集まり、自家発電

システムの設置や食料等の備蓄、帰宅困難者

の受入れを想定した設備などが進められてい

図表2	　本店・本部建替え時の諸課題

経 験 者 の
不 足

年数経過により、過去（前回）
の本店・本部の建替えに携わっ
た役職員が少なくなり、経験や
ノウハウが不足している。

優先順位の
変化

時代により本店・本部に求める
機能などの優先順位が変化す
る。近年の例ではBCP対策の充
実などが求められるようになっ
ている。

高コスト化
しやすい

本店・本部の建替えは30〜40年
に1回のビックプロジェクトの
ため、機能拡充を指向しやす
く、結果として高コスト化しや
すい。

（備考�）信金中央金庫�地域・中小企業研究所作成
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る。このように時代によって求められる優先

順位も異なるものがある。

（3）高コスト化しやすい

　本店・本部の建替えは30〜40年に1回の

ビックプロジェクトとなる。検討を進めるな

か『せっかくなので付け加えよう』『本店・

本部だから、ハイグレード仕様は必要だろ

う』といった議論が行われることも多いので

はないか。結果として、当初の想定を上回る

高コストな本店・本部となる可能性があり、

コスト削減への要請との間でバランスを取り

にくい。

3．本店・本部に求められる機能等　

　近年の本店・本部に求められる機能等をあ

げると、情報管理のためのセキュリティ強化

や地域との共生・環境対策に加え、①BCP

対策、②トータルコストの抑制、③ESへの

配慮などとなる（図表3）。

（1）BCP対策

　東南海地震や首都直下型地震などの大規模

災害の発生が懸念される現在、BCP対策の

充実は不可欠となっている。信用金庫の本

店・本部は大規模災害発生時の対応拠点とな

り、業務継続態勢の要となるべき施設であ

る。特に東日本大震災の経験を踏まえBCP

対策の強化は必須となっている。

　近年の例では耐震構造の強化に加え、自家

発電設備、食料や燃料の備蓄などが進められ

ているほか、別途、バックアップ施設なども

検討俎上にあがる。帰宅困難者の受入れ、ま

たは役職員の宿泊設備も必要となろう。海抜

の低い地域では、津波対策を意識した海抜表

示、外付けの非常階段などにも注目が集まっ

ている。

　また、本店・本部を一定以上の高層ビルに

する場合、帰宅困難者の受入れを想定するセ

ミナーホールなどと職員の執務スペースを分

断する（注1）、などのフロアレイアウトが求め

られるようになった。例えば、セミナーホー

ルや集中応接を低層階に配置し、中層階以上

を本部の執務スペースとするレイアウトが増

えているようだ。

（2）トータルコストの抑制

　信用金庫の経営環境が厳しさを増すなか、

建設から維持、次回の建替え（解体）までを

考慮したトータルコストの抑制が必要となっ

ている。信用金庫によっては1〜2年間隔で

組織変更、レイアウト変更などが行われる。

図表3	　近年の優先項目

B C P 対 策
東日本大震災の経験を踏ま
え、本店・本部のBCP対策の
充実が求められている。

ト ー タ ル
コ ス ト の
抑 制

建設費だけでなく、維持費
（改修費）や解体費用までを考
慮したトータルコストの抑制を
前提に本店・本部を建設する。

ESへの配慮

本店・本部で働く役職員等が
高いモチベーションを維持し
つつ働けるような建物（什器
などを含む。）とする。

（備考�）信金中央金庫�地域・中小企業研究所作成

（注）1�．情報管理やセキュリティの目的もあり分断する。
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定期的なメンテナンスコストも複数年でみる

と巨額となる可能性がある。

　そこで近年のレイアウトではフリーアドレ

ス型の什器の配置（注2）、各部門を仕切る壁の

廃止もしくは変更の容易な間仕切り設置な

ど、組織変更時のコスト抑制を意図した作

りがみられる。また建設の段階から10年単

位の大規模修繕、さらには将来の解体（建

替え）を想定した構造を採用し、トータル

コストを抑制する動きがある。より大きな

取組みとして、メガバンクや大手地域銀行

では、本支店の全てを対象とする管財業務の

コストコントロールに取り組む事例も増えて

きた。

（3）ESへの配慮

　「働き方改革」への対応も含め、本店・本

部で働く職員のモチベーションが高まるよ

う、ESに配慮した機能やレイアウトなどは

必須となっている。そこで新本店・本部の建

設にあたっては、働きやすい職場の実現に向

けた諸対応が進んでいる。食堂や休憩コー

ナー、喫煙スペースの拡充といった部門を跨

ぐコミュニケーションの場が再評価されるよ

うになった。空調や衛生対策の充実も時代の

要請として求められている。

　また、細かい例では、職員が働きやすい職

場環境を実現するため、『役職員用の什器

（椅子）をハイスペックなものに見直すべ

き』との意見があった。これは1日に8時間

以上、デスクワークする役職員の労働環境を

改善する効果を狙ったものであり、建替え時

に一新する事例もある。

4．札幌信用金庫の新本店ビルについて

　本稿では、平成28年5月に新本店ビルをグ

ランドオープンさせた札幌信用金庫（注3）の取組

み事例を紹介する。今後の本店・本部ビルの

建替え検討時の参考情報としていただきたい。

（1）新本店ビルのグランドオープン

　①　経緯

　　平成28年5月、札幌信用金庫の新本店ビ

ルがグランドオープンした（図表4）。建

替え前の旧本店は、昭和41年に完成した

ビルであり、近年老朽化がみられた。同金

庫は10年ほど前から新本店ビルの建設計

画を進めていたが、計画中に東日本大震災

が発生したことを受け、コンセプト段階か

ら抜本的に設計を見直した経緯がある。具

体的には、BCP対策の充実や組織変更を

前提とした設計のほか、『本店ビルは誰の

ために存在するのか？』について再度考え

た。検討を進めるなか同金庫は、利用する

お客様はもちろんのこと、そこで働く役職

員が笑顔になるような本店（職場）が大切

との想いに至り、ESに配慮したデザイン

などを積極的に採用することとした。約3

年間の仮本店（本部）の後、28年5月の新

本店ビルグランドオープンに至った。

（注）2．机やロッカーを動かしやすい。
（注）3�．平成28年3月末の同金庫の概要は次のとおりである。本店所在地：北海道札幌市、預金量：5,023億円（譲渡性を含む）、貸

出金量：3,116億円、店舗数：38店舗、常勤役職員数：326人
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　②　施設概要

　　同金庫の新本店ビルは、地下2階・地上

10階建てで、地下は駐車場と地下街に隣

接するATMコーナー、1〜2階は本店営業

部、3〜10階が本部（3階はセミナールー

ム、4階は総合受付等）となる。また9階の

役員応接フロアには空中庭園（図表5）を設

けたほか、工芸作家「高橋三太郎」氏（注4）の

応接セットを配置する。

　　新本店ビルは敷地・建物とも同金庫が

所有する。また、敷地内に隣接する地下

2階・地上4階建てビルはパルコが区分所

有する（敷地は同金庫が所有。ファスト

ファッションのフォーエバー21が入居する。）。

（2）特徴等

　新本店ビルの特徴は、①BCP対策、②セ

キュリティ対策、③組織変更を前提とする設

計、④動線の確保、⑤ES対応の充実などで

ある。地元の賑わいに貢献し、地域に根差し

て発展してゆくための工夫を凝らしている。

主な特徴は以下のとおりである。

図表4	　新本店ビル外観 図表5　9階空中庭園

〈施設概要〉
階　　 数
高　　 さ
敷 地 面 積
建 築 面 積
延 べ 面 積

地上10階、地下2階
47.84ｍ
1,668.28㎡
1,529.87㎡
新本店ビル/9,953.56㎡　共用部/685.14㎡

（備考�）札幌信用金庫提供 （備考�）信金中央金庫�地域・中小企業研究所
撮影

（注）4�．札幌を拠点に活動を展開する、わが国を代表する木工作家であると同時に椅子デザイナーでもある。
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　①　BCP対策

　　東日本大震災の教訓を踏まえ、BCP対策

を充実させた。総合受付・集中応接を4階、

セミナールームを3階に配置しセキュリ

ティおよび動線を確保すると同時に、大規

模災害時には帰宅困難者の受入れも想定し

図表6　執務スペース 図表7　女性用トイレの洗面台

（注）�フロアごとにデザイン・材質が異なる
仕様である。

図表8　食堂 図表9　リフレッシュコーナー

（備考�）図表6〜9まで信金中央金庫�地域・中小企業研究所撮影

（注）�フロアごとに配色が異なる。



70� 信金中金月報　2017.6

ている。

　　新本店ビルのエネルギーは、北海道電力

の電気を利用するほか、冷暖房には都市ガ

スを使用する。また、自家発電機と備蓄燃

料を地下に備えるため、停電時も3日間は

電力を供給できる。そのほか断水時には井

戸水を利用する（水洗トイレが使える）。

　②　セキュリティ対策

　　同金庫の役職員は、ICカードの職員証

で入室可能な執務フロアを限定されてい

る。セミナールームを3階、総合受付およ

び集中応接を4階に配置することで、不特

定多数の一般顧客などの執務フロアへの入

室を制限することに成功した。そのため、

監視カメラの設置台数を最低限に抑えられ

た。一部フロアに最新の顔認証システムも

導入した。

　③　組織変更を前提とする設計

　　一般に金融機関の本店・本部は、完成か

ら30〜40年は使用される。そこで同金庫

は数十年先を見越した新本店ビルを完成さ

せた。その際、組織変更などに伴うメンテ

ナンスコストを抑制する試みを盛り込んで

いる。

　　執務スペースのレイアウトはオープン

な作りとし、部門間の壁なども最低限に

とどめた（図表6）。役員室などについて

も変更が容易なレイアウトを採用してい

る。全てのフロア・ドアの表札（看板）は

マグネット式を採用したほか、壁に掛け

る絵画なども取り外し可能なフックで固

定する。

　④　動線の確保

　　一般顧客などの来店を4階までとし、本

部職員の動線と分断した。これによってセ

キュリティおよびBCPの実効性を格段に

高めている。

　　執務フロアの廊下は直線で構成し、また

床の段差を廃した。荷運びなどを容易にす

るため、廊下には絵画などを掛けないほ

か、ゴミ箱も通路上に設置していない。

　⑤　ES対応の充実

　　今回、特に力を入れたポイントが同金庫

役職員等の満足度の向上である。なかでも

女性職員と関連会社などの社員に配慮した

作りとしている。一般に女性職員は外出が

少なく職場で一日を過ごす。だからこそ女

性職員が働きやすく、モチベーションの向

上するような工夫を凝らしている。更衣室

や給湯室の面積を十分確保し、また、トイ

レの洗面台はフロアごとにデザイン・材質

が異なっている（図表7）。

　　新本店ビルには警備員や清掃会社の社員

も働く。こうした外部の社員等も働きやす

いようなレイアウトを採用した。例えば、

清掃会社の社員用の部屋を新本店ビルの中

間である4階に配置している。

　　7階の食堂（合計56席）は、8階までの

吹き抜けとなっており、採光窓を大きく取

り、異なるデザインや色彩のテーブルを配
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置した（図表8）。各フロアの窓は清潔な

ロールスクリーンを採用し、外気と循環可

能な装置を窓際に組み込んである。

　　新しい試みとして、各フロアのスペース

にリフレッシュコーナー（ラウンジ）を設

け、テーブル、椅子、給湯台、冷蔵庫など

を設置した（図表9）。同コーナーは職員が

ちょっとした打合せや懇親、休憩などに使

えるスペースとして活用されている。なお、

3階と5階、7階には同コーナーにつながる

オープンデッキ（庭園）がある。そのほか

各種補助金を活用し緑化を行い、各フロア

に完全分煙で喫煙スペースを設置した。

（3）反響

　新本店ビルに対する職員の満足度は高く、

また道内最大の商店街である四番街商店街の

中心に位置していることから地元のランド

マークとしての存在感も大きい。同金庫で

は、30年・40年後を見据えた新本店ビルが

完成したと評価している。信用金庫だけでな

く建設関係者などの視察も相次いでおり、地

元における注目度は高い。

おわりに

　金融機関の新本店・本部ビルは、それぞれ

の時代によって優先順位が異なるものの、実

際の建設にあたっては数十年先までを見越し

た建物とする必要がある。

　本稿で紹介した札幌信用金庫の新本店ビル

は、当面の組織変更への対応だけでなく、

20〜30年後の大規模修繕やさらにその先の

建替えまで想定した構造となっている。信用

金庫が地域とともに持続的な成長を続けるに

は、中期展望に立った本店・本部のあり方を

考えることが不可欠となろう。
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